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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，自発音声における発話の継続・終了の予測に関わる韻律情報の特性を明ら
かにることである。コーパスに基づく定量的分析と知覚実験を行った結果，上昇下降調などのアクセント句末の複合境
界音調や発話内に見られる全体的なF0の下降現象，発話末付近に見られる急激なF0下降（final lowering），ポーズ，
フィラー，節末の母音伸張などの韻律特徴がこうした発話の継続・終了の予測に関わりうることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to elucidate the characteristics of prosodic 
features related to the prediction of the termination/continuation of utterance in spontaneous speech. 
Based on a quantitative analysis of the Corpus of Spontaneous Japanese and a perception experiment, we 
found that boudary pitch movements in accentual phrases, f0 declination over an utterance, final lowering 
in utterance-final position, pauses, fillers, and clause-final lengthening may have the function of 
predicting the termination/continuation of utterance.

研究分野：コーパス言語学

キーワード： コーパス　韻律　自発音声　会話　独話　発話末予測
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１．研究開始当初の背景 
 
会話では、聞き手は話し手の発話の終了間際
で発話を開始することが多いが、これは話し
手の発話の統語・韻律情報などから、聞き手
が事前に発話がいつ終了するかを予測して
いるためと考えられている。様々な言語でこ
の種の予測に関わる特徴が研究されてきた
が、日本語では、統語構造の性質から発話冒
頭など早い段階からの大局的な予測が難し
く、終助詞など発話末の要素が予測に役立つ
とされ、発話末の局所的な予測に関する研究
が積極的に実施されてきた。しかし、日本語
会話でも他の言語と同様、素早いタイミング
で聞き手が反応することから、より大局的な
発話終了の予測に関わる特徴の解明が課題
となっている。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、自発音声における発話の
継続・終了の予測に関わる韻律情報を、コ
ーパスに基づく定量的分析と知覚実験を踏
まえて実証的に解明することである。この
目的を達成するため、（１）基礎研究として、
独話の自発音声コーパスを対象に、発話の
継続・終了の予測に関わる韻律特徴の実態
を多角的・網羅的に解明する。その上で、
（２）コーパス分析と知覚実験により聞き
手の認識可能性・利用可能性の検証を踏ま
え、聞き手が利用可能な韻律特徴のみを用
いて発話の終了・継続を予測するモデルを
構築する。これにより（３）韻律特徴の予
測への寄与の程度やその仕組み、韻律特徴
間の相互関係などを総合的に検討する。 
 
３．研究の方法 
 
『日本語話し言葉コーパス』の独話（177 サ
ンプル，49時間）と対話（18 サンプル，3.6
時間）を対象に，発話内におけるピッチ(F0)
の変動，アクセント句末の音調，発話末の
final lowering，句末の母音長・フィラー・
ポーズなどの韻律特徴に着目し，発話の継
続・終了に関わる韻律特徴の実態を分析した。
特に，統語情報（節情報・係り受け情報）を
利用し，強い統語境界で発話が終了する場合
と継続する場合の比較や，係り先の遠近など
との関係を見ることで，発話の継続・終了に
関わる特徴の詳細を調査した。また，音声に
よる反応実験を行い，統語情報と韻律情報が
発話末認知にどのような影響を与えるかを
調査した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 発話内におけるピッチ(F0)の変動：独話
を主対象とする分析の結果，① F0 は発話内
で徐々に下降する傾向にあるが発話の長さ
によって F0 下降の傾きが異なること，② 発

話が長い場合，若干高い F0 で発話を開始す
ること，③ 発話途中の強い統語境界でも F0
下降はリセットされるが，発話末に見られる
著しい下降は見られないことを明らかにし
た。また，④ 対話に関しても同様の分析を
行い，こうした発話全体の下降が対話におい
ても観察されることを明らかにした。以上の
結果は，F0 の大局的な下降パターンや発話冒
頭の F0 の高さなどが発話末の予測に大きく
関わりうることを示している。 
(2) アクセント句末の音調：① 句末の上昇
長や上昇下降調（BPM）は切れ目の強い節単
位に頻出し，切れ目の弱い節境界，節境界以
外の文節境界の順に少なくなる傾向にある
こと，② 節境界以外の文節境界では，当該
文節の係り先が遠くなるほどBPMはより多く
出現する傾向にあること，③ 弱い節境界で
は，主節までの距離が遠くなるほど BPM はよ
り多く出現する傾向にあること，④ こうし
た傾向は独話・対話を問わず観察されること
を明らかにした。以上の結果は，句末の音調
が，局所的・大局的な観点から発話末の予測
に関わりうることを示している。 
(3) 発話末の final lowering：発話末を特徴
付ける final lowering（FL）について，最終
モーラだけが著しく下降するという従来の
説に対し，最後から 1つ前のアクセント句の
句末の F0 がすでにピッチレンジの下限に達
していることを明らかにした。この結果は，
最終アクセント句より前の次末アクセント
句の段階で，発話末の予測に関わる発話末の
急激な下降が生じていることを示している。
ただし FL は対話では明確には見られなかっ
た。対話では，ターンを交替しながら話を進
めるため談話の構造を独話ほど明確に伝え
る必要が無い，対話では相手とのやりとりの
中で発話を組み立てるためこうした調整を
する認知的余裕がない，ターンを保持するた
めにターン終了時の発話末にのみ FL が生じ
る，などの可能性が考えられる。 
(4) 句末の母音長・フィラー・ポーズ：弱い
節境界では，主節までの距離が遠くなるほど
句末の母音長や節間のポーズはより長く，ま
たフィラーもより多く出現する傾向にある
ことを明らかにした。また，主節までの距離
と母音長・フィラー・ポーズ・句末の音調と
の関係をパス解析の手法を用いて分析した
結果，いずれの特徴も主節までの距離と相関
があることが明らかになった。母音長・フィ
ラー・ポーズなどの非流暢現象は，より長く
複雑な発話をする場合に発話生成にかかる
認知的負荷が高いためにより生起しやすい
ことが考えられるが，こうした傾向は結果と
して，聞き手の大局的な発話末予測に貢献す
る可能性が考えられる。 
(5) 統語情報と韻律情報が発話末認知にど
のような影響を与えるかを調べるために，統
語的な発話末らしさと final lowering の程
度を組み合わせた音声による反応実験を行
った。その結果，F0 下降の影響は小さく，統



語情報が発話末認知に大きく関わる傾向が
見られた。しかし，統語情報だけでは予測で
きない発話末に対しても人間は適切に反応
できることも示され，音響情報が発話末認知
に関わる可能性が示唆された。 
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